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§１．研究成果の概要 

本研究は、量子計測とナノハイブリッド化学の融合により「コンポジット量子センサー」という新たな

ナノ量子センサーを創成することを目的とする。これにより、従来法では計測困難だった多種多様

な細胞内局所パラメーターの計測を実現する。更に量子センサーをマウスなどの哺乳動物個体に

応用するための新たな量子生体計測技術を開発し、動物個体内における胚発生、発癌、腫瘍形

成、脳機能のマルチスケール・マルチモーダル定量計測を実現する。２０２０年度は、2019年度ま

でに開発した培養細胞や小動物個体に適用可能な ODMR顕微鏡を活用して、生体試料中の２

パラメータ同時計測の実証実験を行った。微小空間の pH計測技術の開発については、MRIで汎

く用いられる T1 増強イメージングの手法をナノ ODMR イメージングにも拡張し、ミリ秒オーダーの

時間分解能での pH変化の検出に成功した。新たな物理化学パラメータに適用するための探索実

験については、培養細胞系において微小環境の粘性を計測する新たな技術を確立するとともに、

これを用いて細胞の薬剤応答を単一細胞レベルで検出することに成功した。また、COVID-19で

課題となっている治療薬開発の迅速化に向けて、潜在的な薬剤スクリーニングプラットフォームを

提供するため、ナノ量子センサーによる細胞薬剤応答性のリアルタイム計測デバイスを構築し、こ

れを完了した。 
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